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中学生が日ごろの考えや感じていることを発表す
る「第 40 回少年の主張福島県大会」が開催さ

れました。県内の中学生 1万 3,824 人（181 校）の
中から選ばれた 16人が、それぞれの主張を発表しま

した。伊達市か
らは、伊達中学
校３年の鈴木満
穂佳さんが出
場。「私の誓い」
と題した発表を
行い、優良賞を
受賞しました。

北畠顕家の生誕700周年を記念し、駒止めの松の植樹
式が行われました。駒止めの松は、顕家が義

のりなが

良親王を
奉じて、村岡八幡神社に戦勝祈願した時に、親王が馬を止
めたという言い伝えが残る松です。平成23年7月の落雷で

枯れてしまいま
したが、先人が
伝承してきた物
語を次世代に伝
えるため、地元
住民の皆さんや
市長が後継の松
を植樹しました。

保原総合公園内のほばら大泉相撲場で、第 17 回
市民相撲大会が開催されました。大会には、幼

児から高校生まで約 120 人が出場。団体戦 4部門、
個人戦 6部門に分かれて競技が行われ、力と技を競い

合いました。子
どもたちの取組
では、土俵際の
せめぎ合いなど
大人顔負けの戦
いが展開され、
大きな声援が送
られました。

	 保原総合公園	 sports

力と技のぶつかり合い
市民相撲大会9/16

( 日 )

	 保原町字八幡台地内	 ceremony

先人たちの物語を伝承
「駒止めの松」を植樹

保原小学校のボランティア委員会の児童が、校内
で北海道胆振東部地震への募金運動を実施しま

した。児童代表の引地美乃梨さんと桑島俊太さん、佐々
木義通校長が市役所を訪れ、集めた募金2万 9,259 円

を須田市長に手
渡しました。お
預かりした募金
は、被災自治体
など公的機関を
通じて、被災者
支援に役立てて
いただきます。

	 保原本庁舎	 fund raising 

保原小学校から北海道胆振東部
地震への義援金を受領

10/14
( 日 )

10/9
( 火 )

	 白河文化交流館コミネス	 event

少年の主張福島県大会で
中学生が力強く意見を発表9/20

( 木 )

道の駅「伊達の郷りょうぜん」の来場者数が 100
万人に達し、記念セレモニーが行われました。

100 万人目となった福島市の曳地さんご家族には、須
田市長から果物詰め合わせや伊達鶏商品などの記念品

が贈られまし
た。曳地さん
は「この場に立
ち会えて光栄で
す。ぜひ、また
立ち寄りたいで
す」と喜びを語
りました。

	 道の駅「伊達の郷  りょうぜん」	 ceremony

開業から 190 日で達成
道の駅来場者が 100 万人を突破9/29

( 土 )

市内各地区や介護施設などで敬老会が開催され、
長寿と健康を祝いました。米寿者に記念品の贈

呈が行われたほか、ダンスや楽器演奏などが披露され、
参加者の皆さんが楽しいひとときを過ごしました。

	 市内各地区	 event

長寿と健康をお祝い
市内各地区で敬老会9/9

～ 30

⬆保原地区の敬老会

⬇掛田地区の敬老会

写真左から佐々木校長、曳地さん、桑島さん
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